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こ

の

二

種
の

刊
行
物
の
一

つ

(

A
)

は
､

一

九
五

八

年
フ

ラ

ン

ス

ワ
･

ケ

ネ

1

の

｢

経
済
表
+

二

百

年
を

記

念
し
て
､

パ

リ

の

国
立
文
書
保
管
所

が

展
示

し
た

ケ

ネ
ー

関
係
の

資
料
の

目

録
で

あ

り
､

他
(

B
)

は
､

同

年

六

月
初
旬
ケ

ネ
ー

の

生

地
メ

レ

村
と
パ

リ

と
で

フ

ラ
ン

ス

経
済
学
協
会
主

催
の

祭
典
が

行
な

わ

れ
､

各
国
か

ら

参
集
し

た

研
究
家
の

講
演
が

あ
っ

た

時
の

講
演
を

集
録
し

た

も
の

で

あ
る
｡

た

い
へ

ん

紹

介
が

お

そ

く

な
っ

て

気
お

く

れ
が

す
る

が
､

あ

ま

り

紹
介
さ

れ

て

い

な
い

ら

し
い

の

で
､

あ

え

て

筆
を

採
っ

た

次

第
｡

ち

な

み
に

(

B
)

は

市
販
さ

れ
て

い

る

ら

し
い

が

(

A
)

は

非
売
品
で

あ
る
｡

し
た

が
っ

て

希
望
の

向
き

は
､

国
立
文
書
侃

管
所
に

直
接
寄
贈
を

申
し

出
ら

れ
る

と
い

い
｡

な

お

筆

者
は

こ

の

二

書

を
､

祭
典
に

わ

が

国
か

ら

出
席
さ

れ

た

東
大
の

横
山
正

彦
教
授
か

ら

贈
ら

れ

た
｡

こ

こ

で

同
教
授
に

あ

つ

く

お

礼
を

申
し

あ

げ
る
｡

-

へ

l
)

さ

て

(

A
)

は
､

パ

リ

の

国
立

文
書
保
管
所
(

A

⊇
E
く
e

∽

宅
p
t
-

O

n

甲

-

e
∽

)

が

展
示
し

た

ケ

ネ
1

関
係
の

資
料
の

目

録
で

あ

る

が
､

展
示
さ

れ

た

資
料
は

当
の

文
書
保
管
所
所
蔵
の

も

の

は

も

ち

ろ

ん
､

国
立

図
書
館
､

造
兵
廠
図
書
館
(

空
J

亡
｡

t

ビ

g
完

計
-
〉

A
諾
e
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巳
)

､
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ラ
ン
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学
士

院

科
学
ア

カ

デ
ミ

ー
､

同
医

学
ア

カ

デ
､

､

､

-
､

パ

リ

大
学
医

学
部
､

そ

れ
に

ケ

ネ
ー

の

郷
里
セ

ー

ヌ
･

エ

･

オ

ワ

ー

ズ

県
の

文
書
保
管
所
か

ら
の

出
陳

が

あ

り
､

そ
の

他
生
地

メ

レ

村
の

村
長
や
パ

リ

市
議
会
議
長
の

展
示

資
料

が

あ
る

の

み
で

な

く
､

ケ

ネ

ー

家
の

血

筋
を
ひ

く

個
人
や
一

般
個
人
の

所

蔵
文
書
も

か

な

り

出
品
さ

れ
て

い

る
｡

(

1
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こ

の

機
関
を

わ

れ

わ

れ

は

従

来

｢

文

書

保

管
所
+

の

名

で

呼
ん

で

き

た

が
､

一

九
五

〇

年
各

国
の

こ

の

種
の

施

設
の

第
一

回

国

際

会

議
が
パ

リ

で

開
か

れ

て

か

ら
､

わ

が

国
で

も

関

心

を

も

た

れ
､

｢

古

文

書
館
+

の

名

が

専

門
家
の

間
で

行
な

わ

れ

て

い

る

ら
し

い
｡

し

か

し

こ

の

機
関
は
､

た

だ

古

文

書
の

蒐
集
保

管

を

目

ざ

す

も
の

な
の

で

は

な
く
､

最
近
で

は

現

代
の

各

種
資

料
､

と

り

わ

け

経

済

関

係
の

そ

れ

の

蒐
集

整
備

に

力

を

注
い

で

い

る

よ

う
で

あ

る
｡

だ

か

ら

｢

文

書

3

保

管
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+
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け
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と

す
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ら
､

｢
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館
+
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も

む

郎
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こ
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事
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れ
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ウ
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作
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ヨ
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七
打

ユ
∽
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-

ま
p

た

だ

し
こ

の

書
は

｢

伝
記
+

と

し
て

書
か

れ

た

も
の

で

は

な
い

)

の

墨
を

摩
す
ほ

ど
の

も
の

は

出
て

い

な

い
｡

こ

れ

ら
の

吾
が

出
る

前
ま
で

は
､

オ

ン

ケ
ン

が

そ

の

『

ケ

ネ
ー

著
作
集
』

に

収
録
し

た
い

く
つ

か

の

頚
辞
な

ど

が
､

有
力
な

｢

2
)

伝
記

資
料
と

さ

れ

て

い

た
｡

と
こ

ろ
が

こ

れ

ら
の

頑
辞
の

伝
記
的
部
分
は

お

お

く
､

ケ

ネ

ー

の

聾
に

当
た

る

医

師
ユ

ダ
ァ

ン

(

吋

2
計
ロ
{

H
{

訂
旨
)

の

作
っ

た

覚
書
に

依
拠
し

て

お

り
､

そ
の

覚
書
が

血

縁
の

も
の

に

あ

り

勝

ち
の

事
実
の

隠
顧
や

粉
飾
を

含
む

事
情
が

そ

の

後
あ

き

ら

か

に

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

シ

ェ

ル

の

『

ケ

ネ
ー

伝
』

は
､

ケ

ネ

ー

が

十
五
カ

年
も
ポ

ン

パ

ド
ゥ

ー

ル

侯
夫
人
の

側
近
に

あ
っ

て

主
治
医

と

し
て

仕
え
た

こ

と
､

外
科

医
の

名
に

お

い

て

長
き
に

亘

り
パ

リ

大
学
の

医

学
部
に

果
敢
な

闘
争
を

挑

ん

だ
こ

と
､

な

ど
に

頸
辞
が

触
れ

て

い

な
い

の

は
､

ユ

ダ
ア

ン

覚
書
が

そ

ぅ
し

た

事
実
を

ひ

た

か

く

し
に

し

た

か

ら

だ

と
い

う
事
情
を

あ

き

ら

か

に

誰

し

て

い
(

繁

6

(

2
)

い

く
つ

か

の

頭
辞
の

う

ち

差

し

当

た
っ

て

こ

こ

で

問

題

と

な

る

の

は
つ

ぎ
の

二

つ

で

あ

る
｡
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ロ
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ロ
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∞
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空
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E
∽
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O

ユ
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七
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芦
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岳
岩
P

y

p

宅
-

e

C
O

邑
e

q
A
(
-

ぎ
ロ
)
､

-

O
C
･

〇

芦

島

津
･

菱
山

訳

『

ケ

ネ

ー

全

集
』

第
一

巻

所

収
｡

(

3
)

∽
c

訂
-
-

e
‥

O

p
.

〇

F
､

胃
一

い

～
か
.

ケ

ネ
ー

の

父
が

農
夫
で

あ
っ

た

か

法
曹
(

当
0

0

邑

2

日

官
ユ
e

ヨ
e

已
)

で

あ
っ

た

か

と

い

う
点
に

つ

い

て

も
､

以

前
の

伝
記
は

ま

ち

ま

ち
で

あ
っ

た
｡

英
語
で

書
か

れ

た
マ

カ

ロ

γ

ク

の

伝
記
な

ど

が

オ

セ

夫
人
の

手
記
や

(

4
)

ケ

ネ
ー

の

弟
子

デ
ュ

ポ

ン

の

記
述
に

し

た

が
っ

て
､

彼
の

父
を

官
監
牢
ロ
t

･

(

5
)

-
)

書
写
訂
←

○
り

と

し

て

い

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

同
じ

頃
本

国
で

出
た

デ

ー

ル

前
の

『

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ
ト
』

は
､

高
等
法
院
の

弁
護
士
だ
っ

た

と

書

(

6
)

い

て

い

る
｡

デ

ー

ル

の

典
拠
は

ケ
ネ

ー

が

没
し

た
一

七

七

四

年
に
､

グ

ラ

ン

ジ

ャ

ン

･

ド
･

フ

シ

が

科
学
ア

カ

デ
､
､

､

-

で

朗
読
し
た

頚
辞
で

あ

る
｡

彼
は

そ

の

こ

と

を

明
示

し
て

い

る
｡

と
こ

ろ

が
こ

の

頚
辞
の

記
述
が
､

医

(

7
)

師
エ

プ
ア

ン

の

覚
書
を

も
と

に

し

て

い

る

ら

し
い

の

で

あ
る
｡

(

4
)

オ

セ

夫

人
の

手
記

と

は

呂
か

目
○

首
e

∽

n

①

呂
p

計
r

呂
e

仏

日

H
苧

已
芳
t
)

P

諾
O

p

く
P

ロ
t

･

匂

岩

で
S

e
t

ロ
O
t

-

の

2
払

匂

P
l

句
.

出

罵
→

㌫

蒜
-

望
♂
-

-

O
t

F

g
仁
①

〔

訂
s

日
か

m
O

芹
e

払

り

e
-

巳
i

訂

㌢

-
〉

E
許
○
-

→
e

d
e

→
､

J

や

ポ
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一

汁

.

一

丸

L

町

句

⊇
n
O

e

葛
n

臣
ま
ー

e

-

∞
｡

¢

:
2

-

官
∽

㌫
c
-

♪

t

O

ヨ
e

I

l
l

二
別

記
の

『

ケ
ネ

ー

著
作

集
』

は
こ

の

｢

手

記
+

の

抜

粋

を

載

せ

て

い

る
｡

デ
ュ

ポ

ン

の

記

述
と
は

彼
の

編

集
し

た

『

テ
ユ

ル

ゴ

著
作

集
』

(

O
e

弓
r

e

賢
r

e

芦
→

喜
g

阜

邑
2.払
キ
①

屯
E

g
､

で
か

〔
か

監
e
∽

e
t

害
8
日
p
出

面
n
か

e

∽

d
e

ヨ
か

ヨ
○

首
e
s

e
t

n
わ

n
O

打
払

岩
→

∽

P

ヨ
e
】

琶
ロ

P
P

ヨ
訂
-

s

t

岩
t
-

O

n

e

t

旨
∽

○

亡

く
→

P

咋
e
∽

)
]

盲
→

ロ
仁

p
O

n
t

年
O

Z
e

冒
○

声

誌
-

勺

賀
首
-

∞
○

∞

～

〓
)

¢

七

d

ご

の

第
三

巻
に

収
め

た

｢

グ

ル

ネ

ー

頒
+

(

E
-

○

笥

計

く

ど
c

e

已

計
G
O

宅
n
p

ユ

に

付
し

た

注

(

Z
O
t

-

O

e

S

亡

:
e
仏

訂
○

ロ
○

ヨ
一

覧
e

∽
)

の

こ

と
｡

た
だ

し

筆

者
は

そ

の

個

所
を
い

ま

点

検

す

る

こ

と

は
で

き

な
い

｡

(

5
)

ナ

戸

呂
O

C

已
-

｡
C

F
‥

S

打
e
t

｡

F

O

:
訂
】

-

訂

巴
-

P

弓
ユ
t

訂
的
∽

○
≠

叫
イ

P
n
C
}

s

の
ロ
e

∽

ロ
p

y
､

→
r

e

p
t
-

芳
∽

P

n
d

E
∽
∽

P

篭
○

ロ

芸
文
e
O

t

S

0

0

日

n
e

O
t

e

β

弓
}

t

F

e

0

0

n
0

2
ど

勺
○
-

-

C

y
-

弓
-

t

F

E
O

的
1

p

廿

E
O

巴

払

吋
e
t

O

F
e

∽

○
れ

の

2
U

∽

n
P

¥

A
臣
P

ヨ

∽

ヨ
}

t

F

a

ロ

ー

空
c

p

邑
○
)

甲

巴
ロ

b
一

岩
内

F
〉

-

∞

山

い
〉

ワ

£
心

ロ
O

t

e

(
-

)
･

(

6
)

日

長
か

ロ
の

ロ
已

3
‥

Z
｡

こ
O

e

2
→

-

P

ユ
e

e

:
e
∽

t

旨
く

p

仁
H

計
句
.

の

岳
∽

ロ
P
)
1

去
吋
F

忘
-

0

0

岩
什

0

箪
p

く
2

0

亡

ロ
e

F
t

3
〔

ど
O
t

T

O

ロ

S

∈
こ
a
(

ど
c
t

ユ
n
e

m

訂
∽

勺

F

y

巴
0
0

岩
t

の

S
〉

n

訂
∽

C

O
-

2
日
e

ロ
t

2 .

岩
仏

e
t

(

訂
∽

n
O
t

i

O

e
∽

E
監
○

ユ
β

仁
の
∽

]

盲
→

担

じ
已
記
､

-
一

層
ユ
ー

e
}

吋
P

ユ
s
-

-

∞

芸
-

ワ

い
.

(

7
)

∽
〔

訂
ご
e

‥

○

や

O

F
}

宅
･

い

一
戸

一

九

せ
紅
の

末
に

な
っ

て
､

フ

ラ

ン

ス

国
内
に

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

ト
､

殊

に

ケ

ネ
ー

研
究
の

雰
囲
気
が

盛
り

上
が
っ

て

き

た

と

き
､

ケ

ネ
ー

の

伝
記

の

う
■
ち

従
来
不

明
の

ま

ま
に

残
さ

れ

て

い

た

り
､

異
説
の

行
な
わ

れ

て

い

た

個
所
の

探
求
に

も
つ

よ
い

関
心
が

向
け

ら
れ
､

ケ

ネ

ー

の

生

地
メ

レ

村

の

所
在
す
る

ラ
ン

ブ

イ
エ

郡
の

考
古
学
会
を

は

じ

め
､

ケ

ネ

ー

に

関
係
の

あ
る

諸
地

の

古
文
書
学
者
ら

に

よ
っ

て

多
量
の

資
料
が

発
見
せ

ら

れ
､

そ

(

8
)

れ
に

つ

い

て

検
討
が

行
な

わ

れ

た
｡

中
で

も

同
学
会
の

ロ

ラ
ン

の

業
績
は
､

量
･

貿
と

も
に

注
目
を
び

く
に

足
る

も
の

だ
っ

た

ら

し
い

｡

こ

う
し

た

新

資
料
を

踏
ま

え
て

正

確
な

伝
記
の

作
成
を

手
が

け

た
の

が
オ

ン

ケ
ン

.
で

あ

る
｡

彼
が
一

八

八

八

年
『

ケ

ネ

ー

著
作
集
』

を

編

集
刊
行
し
た

当

時
は
､

や

は

り

多
く
の

伝
記
作
者
と

同
様
諸
碩
辞
の

記
述
を

そ

の

ま

ま

受

け

容

れ
､

『

著
作
集
』

の

巻

頭
に

こ

れ

ら
を

再
録
し

た

く

ら

い

で

あ
っ

た
｡

こ

(

9
)

こ

で

は

ケ

ネ

1

が

農
夫
の

子
で

あ
る

こ

と

が

否
定
さ

れ

て

い

る
｡

彼
が

右

の

諸
資
料
の
一

部
を

自
分
の

眼
で

再
検
討
し

て
､

新
ら

し
い

伝
記
を

世
に

問
う
た

の

は
一

八

九
四

年
以

降
の

こ

と

で

あ
っ

た

(

A
･

〇
ロ
C

打
e

ロ
‥

N

仁
→

望
O
g
→

P

勺

E
e

(

訂
∽

∽
t

さ
e

誌
払

わ
1

勺
F

笥
-

○

打

旨
t

す

句
1

P

ロ

電
-

∽

の
仁
e

苧

ロ

P

当

d
J

e

ユ
e

ご
p

打
払

冒

す
一

汗

旨
1

∽
t

呂
t

∽
･

仁
n

P

く
○
-

訂
已
ユ
琶
F

已
什

)

代

打
→

F
小

t

e

→

P
t
-
-

→

仁

ロ
ト

G
e
∽

O

E
O

F
t

e

d
e

→

S
什

p
P
t

∽

弓
i

設
e

ロ

琶
F

已
t

e

ロ

已
-

e

→

J
軒

ロ
n

わ

J

}

∞

苦
モ
ー

∞

宗
一

E

已
の

訂

訂
口

仁

n
む

+

言
ぇ
r

e

ロ

ト
の

→

p

ビ
y
･

仏
-

○

対
当
P
t

訂
○

オ
e

ロ

→
F
e

O

ユ
e
､

-

0

〇
.

n

F
〉

-

∞

心

示
一

)

｡

(

8
)

呵
.

F
U

ユ
n

‥

冒
賀
爪

豆
払

の
仁
e

賀
P

¥

冒
か

2
0
-

詔
∽

計
】

p

∽
O
C

㌫
t

か

A

岩

監
○
-

O

g

吉
日
e

み
①

声
p

目
す
じ

已
-

-

e
t
)

t

0

2
e

対
Ⅰ

く

(
-

害
○

)
.

一

戸
‥

H

ロ
p
亡

両

宍
P
t
-

｡
n

巴
ト

ヨ
○

ロ

亡

ロ
e

n
t

計

句
･

ゆ
仁
e

苧

n
a
q

e

t

ま
e

む
①

の
仁
C

告
P

¥

く
e

→
払

D

ヒ
ー

e

払
)

-

苫
〇
･

も
っ

と

も
ロ

ラ

ン

の

考

証
に

も

若

干
の

誤

謬
は

あ

り
､

そ

れ

ら
の

点
は

そ

の

後
ル

ネ
･

ア

ラ

ン

(

声
e

ロ
か

A
亡

2.
n
)

に

よ

り

訂
正

さ

れ

た
｡

な

お

ロ

ラ

ン

を

は

じ

め

同
じ

頃
の

諸
研

究
の

一

部
､

す

な

わ

ち
モ

ー

リ

オ

ン

･
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一 橋論 叢 第 五 十 二 巻 第六 号 ( 9 0 )

ド

:
フ

ロ

ッ

ク
､

(

呂
P

喜
-

O

n

d
e

F

駕
○
血

七
e

〔
○

ど
ご
､

グ

ラ

ブ

(

声

G
→

P

く
e

)

ら
の

業

績
は
､

小

樽

商

科
大

学
の

『

シ

ェ

ル

文

庫
』

に

所

蔵
さ

れ

て

い

る
｡

C
f
･

C

巳
巳
｡

聖
-

e

計
-

P

空
b
-

ぎ
什

F

g
ロ
e

a

仁

勺

岩
巾
.

G
仁
∽
t

P

づ
叩

S

巳
F

e
-

-

e

d
e

-
､

q
已
く
e

諾
叶
か

む

仁

C
O

ヨ
.

冒
e

3
e

年
O
t

p

2
､

-

漂
N

､

苫
.

謎
～

コ
r

(

9
)

O
e

与
り
e

S

d
e

曾
e

2
P

ヨ

ワ

ー

N

ロ
O
t

e

(

N
)

.

わ

れ
わ

れ

は

オ

ン

ケ
ン

の

労
作
を

現
在
『

メ

ン

ガ

ー

文
庫
』

所
蔵
の

別

刷
で

し
か

見
る

こ

と

が

で

き

な
い

が
､

こ

の

克
明
な

研
究
家
が

従
来
か

な

り

示
明
の

霧
に

閉
ざ

さ

れ

て

い

た

ケ

ネ
ー

の

生

涯
か

ら
､

正

真
の

す
が

た

を

つ

か

み

と

ろ

う
と

し

た

努
力
は
､

高
く

評
価
さ

れ

て

い

い

と

考
え
る
｡

そ

の

成
果
は

完
結
し

た

も
の

と

は
い

え

な
い

が
､

一

九
〇
二

年
に

刊
行
さ

れ

た

彼
の

『

経
済
学
史
』

(

G
e

∽

旨
i

｡

F

訂

d
e

→

Z
P
t
小

○

ロ

巴

芹
O

n
O

邑
e

ニ
ー

→
e

ご
)

L
e

首
N
i

g
】

-

苫
N

)

に

要
約
さ

れ

て

い

る

と

見
る

こ

と
が

で

き

る
｡

ひ

と

び

と
の

こ

う

し
た

努
力
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

一

八

九
六

年
八

月
､

メ

レ

村
に

ケ

ネ
ー

の

胸
像
が

璽
止

さ

れ

た
い

き

さ

つ

を

語
る

文

献
な

ど

は
､

依
然
と

し
て

伝
説
的
な

と

り

あ
つ

か

い

を

あ

ら
た

め
て

い

な
い

｡

例

(

1 0
)

ぇ

ば

ケ

ネ
ー

は

そ
こ

で

は
､

有
能
な

法

曹
の

子
と

な
っ

て

い

る
｡

古
い

タ

イ
プ

の

郷
土

史
家
な

ど
の

陥
り

や

す
い

陥
穿
に

陥
っ

た

と

で

も
い

え

る
で

ぁ

ろ

う
か
｡

そ

の

よ

う
た

帥
折
は

あ
っ

た

に

せ

よ
､

オ

ン

ケ
ン

の

企
て

た

正

確
な

伝
記
作
成
の

仕
事
は
､

一

九
〇
七

年
以

降
シ

ェ

ル

と

ウ
レ

ル

ス

の

手
で

ほ

ぼ

完
遂
さ

れ

た

と

見
る

こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

(

た
だ

し

不

明
の

個

所
あ

る

い

は

詮

索
を

要

す
る

個

所
が

跡

を

と

ど

め

な
い

と
い

う

意

味
で

は

な
い

｡

)

新
ら

し
い

ケ

ネ
ー

伝
が

書
か

れ

な

く

な
っ

て

か

ら

既
に

久
し
い
｡

そ
の

よ

う
な

状
況
の

下
に
､

｢

経
済
表
+

二

百

年

記

念
刊
行

物

『

ケ

ネ
ー

と

フ

ィ
ジ

オ

ク

ラ

シ

ー
』

(

H

ロ
∽

正
t

ま

当
甲
〓
○

星
-

d

由
t

已
e

∽

崇
m
O

g

岩

音
-

宅
e
払

(

芦
)

‖

芳
賀
旦
∽

瞥
-

e
∽

ロ

P
呵

e

=
p

冒
y

巴
?

(

1 1
)

｡

邑
i

｡
-

N

t

｡

ヨ
e
¢
)

冒
]

音
-

¢

誌
)

が
､

エ

ヒ

ト

女
史
の

｢

ケ

ネ
ー

伝
+

を
､

世
に

送
っ

た
の

は

注
目
に

催
す
る
｡

し

か

し
二

百

年
記

念
行
事
は
､

ェ

ヒ

ト

女

史
の

業
績
に

加
え
て
､

上

記
(

B
)

の

う
ち

に

載
っ

て

い

る
エ

ア

ー

ル

教

授
の

伝
記
的
講
演
を

寄
与
L

響
エ

ヒ

ト

女
史
の

も
の

は

わ

が

国
で

も
か

な

り
そ

の

資
料
的
価
値
が

認
め

ら

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

も
エ

ヒ

ト

女
史
の

も
の

と

同
じ
く
､

伝
記
の

補
完
資
料
と

し
て

有
益
で

あ
る
｡

と

ノ

＼

に

彼
は
レ

ン

ヌ

大
学
の

医

学
部
教

授
で

あ

り
､

医

学
者
だ

け

に
､

そ

の

講
演
は

医

学
者
お

よ

び

医

師
と

し

て

の

ケ

ネ
ー

の

生

涯
お

よ

び

活
動
に

示

唆
的
な

光
を

投
げ

て

い

る
｡

(

1 0
)

盲
-

e
∽

A
-
-

巴

苧
｢
e

C
甲
声

仁

(

黙
r

)

‥

J
i

∃
e

巧
○
→
-

E
∽
t

O
→
i

.

止

七
e

〔

F

日
○
ロ

亡

2
e

ロ
t

計

芳
賀
(

首
∽

の
ロ
e

芦
p

¥

-

苫
○
､

p
.

-

P

こ

の

香

は

小

樽
帝

大
の

『

シ

ェ

ル

文
庫
』

に

も
一

橋
大

学
の

『

メ

ン

ガ

ー

,
文

庫
』

に

も
あ

る
｡

胸
像

建

立
の

拠
金

者
の

う

ち
に

は

メ

ン

ガ

ー

や

オ

ン

ケ
ン

が

い

る
｡

(

1 1
)

J

P

β
g
-
i

ロ
e

H
e

O

F
t

‥

｢
P

ま
2

計

句
.

の

琵
琶

睾
t

O

ヨ
e

H
･

な
お

こ

の

書
に

は

今
ま

で

に

書
か

れ

た

伝

記

的

文

献

が
､

エ

ヒ

ト

女

史
の

注
を

付

し
リ

ス

ト

化
さ

れ

て

載
っ

て

い

る
｡

t

O

日
e

H
.

等
.

い

ー

¶

l
い

N

P

(

1 2
)

の

g
旨
P

q

e
t

Z
｡

宏
-

巴
-

O
C

已
-

○

ロ

p

3
日
O

n
O

訂

甘
P

→

勺
訂
1
･

→

e

H

{

仁

a
→

d
.

二

β5 β

頼
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+
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( 9 1 ) 学 界 消 息

ト
.

わ

わ

さ

て

こ

こ

で

話
を

展
示

目
録
(

A
)

に

戻
し

た

い

｡

『

目

録
』

は

三

部

か

ら

成
っ

て

い

る
｡

第
一

部
は

ケ

ネ

ー

の

人

と

な

り

と

そ
の

家
族
･

家
系

に

関
す
る

資
料
､

第
二

部
は

医

師
と

し

て

の

ケ

ネ
ー
､

第
三

部
は
フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

ト

と

し

て

の

彼
に

関
す
る

も

の

で

あ

る
｡

出
品
は

総
計
七
一

点
に

お

よ

ぴ
､

そ

の

各
点
に

つ

い

て

簡
単
な
あ

る

い

ほ

か

な

り

詳
細
な

説
明
が

し
て

あ
る
｡

わ

れ

わ

れ

は

す
で

に

シ

ェ

ル

の

『

ケ

ネ

ー

伝
』

の

付
録
で
､

一

六

九
四

年
の

ケ
ネ

1

の

洗
礼
文
吉
(
L

■
ど
t

①

計

B
P

p
t

仲

ヨ
e
)

や
一

七

四

四

年
の

学
位
記
(

0
ふ

甘
か

ヨ
2

計

n
0
0
t

2

亡

ユ

の

内

容

ぐ

ら
い

は

知
っ

て

い

た

が
､

第
一

部
に

は

洗
礼
文

革
は

も

ち

ろ
ん

の

こ

と
､

一

七
一

七

年
ジ

ャ

ン

ヌ
･

カ

ト

リ

ー

ヌ
･

ド
ー

フ

ァ

ン

と

結
婚
す
る

直
前
の

夫

婦
財
産
契
約
書

(

C
O

芝
⊇
t

計

宣

告
訂
叩
e

)

だ
と

か
一

七

五

二

年
の

授

爵

文

書
(

｢
e

亡
T

→
e

S

d
e

Z
O

♂
-

e

∽

筈
)

や
一

七

七

四

年
の

死
亡
埋

葬
書
(

A
O
t

2

d
e

S
e
･

p

已
t

弓
①
)

に

い

た

る

ま
で
､

び

と

通
り
ケ

ネ

ー

の

生

涯
や

そ
の

係

累
に

関
す
る

重

要
な

資
料
が
､

一

九
世
紀

末
に

発
見
さ

れ

た

も

の

を

中
心

と

し

て

記
載
さ

れ
､

そ

れ

に

解
説
が

施
さ

れ
て

い

る
｡

前
節
で

わ

れ

わ

れ

が

触

れ

た

聾
ユ

ダ
ァ

ン

の

覚
書
(

写
〕

t

e
∽

∽

弓
-

P

5.e

計
の
ロ
e

∽

n

P

¥

思
→

H
か
･

5 .
ロ
ー

の

○

ロ

g
e

n
n

r
e
)

も

出
品
さ

れ

て

お

り
､

そ

れ
に

は

｢

こ

の

覚
書
に

お

け

る

頒
詞
は
､

し

ば

し
ば

不

正

確
で

あ

る
｡

と

く
に

ケ

ネ

ー

の

家

系
に

か

ん

し

て

は

粉
飾
が

行
な
わ

れ

て

い

る
+

と
い

う
説
明
が

つ

い

て

い

る
｡

こ

の

第
一

部
で

と

く
に

わ

れ

わ

れ

の

注

意
を

惹
く
の

は
､

ケ
ネ

ー

の

死

の

直
後
一

七

七

四

年
一

二

月
二

九

日

付
の

財
産
売
立

目
録
(

Ⅰ

ロ

諾
ロ
ビ

已
→
e

e

t

亡
血

七
-

九

F
t
-

O

n

』

匂
→

釘

監
○

訂
〔

訂

呂
｡

句

岩
n

召
訂

の
仁
の

告
P

ユ

で

あ

る
｡

こ

の

日
録
は

ヴ
ェ

ル

サ

イ
ユ

の

公
証
人
テ
イ

ボ
ー

の

作
成
し
た

も

の

と

な
っ

て

い

る

が
､

そ
の

中
に

ケ

ネ
ー

の

蔵
書
目

録
が

あ

る
｡

こ

の

点

に

つ

い

て

の

説
明

文
の

内

容
は

簡
単
で

あ
っ

て
､

｢

先
ず
第
一

に

ベ

ー

ル

(

勺

訂

∃
e

出
P

ユ
e
)

の

『

辞
書
』

(

ロ
ー

え
ー

○

ロ

n

巴
3

E
賢
○

コ.

β

仁
2

e
t

C

H

ナ

t

古

語
)

お

よ

び

彼
の

『

著
作
集
』

(

○
①

ヨ
1

言
切

已
づ
0

記
e

且

二
〇

冊
:
･

‥

二

折
本
の

『

百
科
全
書
』

七

巻
五

〇
冊
…

…
エ

ル

グ
エ

シ

ウ
ス

の

『

精

神
論
』

三

冊
‥

…
+

と
だ

け

し
か

そ

の

内
容
を

伝
え
て

い

な
い
｡

こ

れ

は

は

な

は

だ

残

念
で

あ

る
｡

な
ぜ

な

ら
ベ

ー

ル

の

著
作
一

一

〇
冊
と
い

う
こ

と

だ

け

で

も
､

わ

れ

わ
れ

の

興
味
を

か

き

た

て

る

に

充

分

だ

か

ら

で

あ

る
｡

『

辞
書
』

と

『

著
作
集
』

と

が
一

一

〇
冊
と
い

う
の

は

い

っ

た

い

ど

う
い

う
こ

と

な
の

か
｡

『

著
作
集
』

は
ベ

ー

ル

の

死
後
､

『

辞
書
』

を

除
く

各
種
の

著
作
と

書
簡
と

を

ま
と

め
て

公

刊
さ

れ

た

も
の

で

あ
る
｡

あ

る

い

は

こ

こ

に

い

う

O
e

亡

∃
e
払

巴
く
e

誌
2
∽

と
い

う

言

葉
は
､

普

通

名

詞
と

し
て

使
わ

れ

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
か
｡

だ

と

す
れ

ば
ベ

ー

ル

の

著
作
は
､

デ
ル

グ
オ

ル

グ

に

よ

る

と

三

十

数
種
に

上

る

筈
で

あ

る

か

ら
､

多
く
の

異

版
や

復
本
を

含
め

て

の

こ

と

と

考
え
て
､

冊
数
の

多
い

こ

と
に

大
し

て

不

思
議
は

な

い

か

も

知
れ

な
い
｡

し
か

し

そ

れ

に

し

て

も
こ

の
一

一

〇
と
い

う
冊

数
は
､

も

し

事
実
だ

と

す
れ

ば
､

研
究
家
に

と
っ

て

問
題
で

あ
る
｡

と

い

う
の

は

今
ま
で

筆
者
の

限
に

触
れ

た

ケ

ネ

ー

な

ら

び

に

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

シ

ー

の

研

究
書
も
か

な

り

の

数
に

な
る

が
､

彼
と
ベ

ー

ル

と
の

思
想
的
関
連
に

触
れ

た

文
献
は
､

殆

ん

ど

思
い

当
た

ら

な
い

く

ら
い

だ

か

ら
で

あ
る
｡

た

し

か

に

著
書
を

所
有

し

て

い

た

か

ら
と

い

っ

て
､

そ
こ

か

ら

直
ち
に

影
響
う
ん

ぬ

ん
の

問
題
は

出
て

来
な
い

｡

し
か

し
こ

の

数
字
は

何
と

い

っ

て

も
､

ケ

ネ

ー

が
ペ

ー

ル

7

に

対
し
て
､

行
き

ず
り
の

関
心

以

上
の

も
の

を

も
っ

て

い

た

と
一

応
考
え

鮎



一

橋 論叢 第五 十 二 巷 講 六 号 ( 9 2 )

ら

れ

る

し
る

し

土

た

り

は

し

な
い

で

あ

ろ

う
か
｡

思
想
家
の

蔵
書
日

銀
が

そ
の

思
想
家
の

思
想
の

形
成
･

展
開
･

推
移
を

っ

か

む
に

当
た
っ

て

の
一

つ

の

材
料
と

な
り

う
る

こ

と

は

多
言
を

要
し

ま

い
｡

殊
に

古
き

入
れ

が

あ
っ

た

り

す
る

場
合
は

な

お
さ

ら
で

あ
る
じ

現
に

こ

う
し

た

鮎
ほ
か

ら
､

若
干
の

思
想

家
の

蔵

書
目

録
が

刊
行
さ

れ
､

そ

れ

な

り
の

役
割
を

果
た

し
て

い

る

こ

と

を

わ

れ

わ

れ

は

知
っ

て

い

る
｡

こ

と

に

べ

ー

ル

や

『

百

科
全

書
』

の

こ

れ

だ

け
の

冊
数
を

所
蔵
し

て

い

た

と

す

る

な

ら
､

目

録
の

全
貌
は

か

な

り
の

種
類
と

数
量
の

典
籍
に

お

よ

ぶ

も
の

で

あ
る

に

ち

が

い

な
い

-
と

考
え
る

の

も

白
然
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

目

録

ほ

展
示

目
録
の

記
載
に

よ

る

と
､

現
在
ヴ
ェ

ル

サ

イ
ユ

の

公
証
人
エ

ペ

ー

ル

氏
の

所
蔵
正

本
の

う
ち
に

含
ま
れ

て

い

る

ら

し
い

｡

同
氏
の

出
品
で

あ

る

こ

と

が

明
記
さ

れ
て

い

る
｡

そ

れ

だ

け

に

切

角
の

二

日

特
記
念
行

事
だ

っ

た
の

で

あ
る

か

ら
､

蔵
書
目

録
の

内
容
ぐ

ら
い

一

般
に

(

単
に

巌
一
小

会

に

出

向
い

て

行

け
た

人

た

ち

ば

か

り
で

な

く
)

公
表
で

き

な
か

っ

た

も
の

か
｡

あ
る

い

は

公

表
に

伍
す
る

ほ

ど
の

内
容
で

は

な
い

と

考
え

て

の

こ

と

だ
っ

た

か

も

知
れ

な
い

｡

そ

れ

な

ら

ば

展
示

目

録
の

記
載
を

も

う

少
し

丁

寧
に

し

て
､

そ
の

旨
を

あ

き

ら
か

に

し

て

欲
し

か

っ

た
｡

展
示

目

録
を

見

(

1
)

て

筆
者
が

残
念
に

思
っ

た
こ

と

の
一

つ

は

そ

の

こ

と

で

あ

る
｡

(

1
)

も
っ

と

も

筆

者

は

数
什

〓
M

こ

の

展
示

目

録

を

入

手

し
た

後
に
､

小

樽

商

大
の

『

シ

ェ

ル

文

庫
』

に

ロ

ラ

ン

の

書
い

た

｢

ケ

ネ

ー

の

財

産

に

つ

い

て

の

覚
書
+

(

呂
か

m
O
i

記

竺
-

→

】

P

訂
ユ
仁

ロ
e

(

訂

句
→

巴
†

召
小

払

ゆ
ロ
e

∽

ゴ

p
)
1

)

空
-

〓
e

〇
ロ

計
∽

哲
訂
n
c
e

払

訂
○

ゴ

○

串
こ
血

七
e

仏

e

t

∽

0

0
-

巴
e

∽

m

F

C
O

邑
宗

計
∽

ゴ
P

ヨ
･

ゴ

舛

E
監
○

コ
丘

七
e

∽

毘

∽

字

e

ロ
t

琵
血

七
①

二
p

ロ
n
か

e

-

笠
○

と
い

う

文

献
が

あ

る

の

を
､

そ

の

カ

タ

ロ

グ

か

ら

知
っ

た
｡

ひ

ょ

っ

と

す

る

と
そ

の

中
に

蔵
書
目

録

が

何

ら

瀬

か

の

形
で

す
で

に

公

表

さ

れ

て

い

る

の

か

も

知
れ

な
い

と

考

え
､

一

銑

応

そ
れ

を

確
か

め

て

か

ら
二

百

牢

記

念
の

刊

行

物
の

紹
介

を

す
る

つ

も

り
で

あ
っ

た
｡

だ

が

い

ろ
い

ろ
の

事

情
で

い

ま

だ

に

確
か

め
に

行

け

ず
に

い

る
｡

こ

の

細

介
の

遅

延
の

理

由
の

一

つ

は

そ
こ

に

あ
る
｡

了

承
を

お

ね

が

い

し

た
い

｡

『

日

蝕
』

の

第
二

部
に

つ

い

て

は
､

い

ま
こ

こ

で

特
に

問
題
と

す
べ

き

点
は

な
い

｡

第
三

部
に

は

主
と

し
て
､

ケ

ネ

ー

の

重

患
主

義

思

想
の

形

成
･

展
開
､

そ

し

て

そ

れ
が

生
ん

だ

果
実
を

示

す
基
礎
的
な

資
料
が

出
陳

さ

れ

て

い

る
｡

上
に

触
れ

た

『

ケ

ネ
ー

と

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

シ

ー
』

の

下
巻

に

は
､

ケ

ネ
ー

が

『

百

科
全
書
』

に

寄
稿
す
る

た

め
に

書
い

た

筈
の
､

そ

し

て

そ
の

後
香
と

し
て

消
息
不

明
だ
っ

た

論
稿
｢

魂
の

機

能
+

(

句
○
ロ
O
t

T

O
-
″

∽

計
-
､

P

日
e
)

の

レ

ジ

ュ

メ

と

思
わ

れ
る

｢

心

理

学
管
見
+

(

担
∽

勺
e

O
t

計
-

p

匂
S

3
ど
ー

O

g
-

e
)

が

は

じ

め

て

発
表
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

論
稿
に

(

2
)

っ

い

て

は
､

筆
者
も

曾
つ

て

拙

訳
の

解
説
で

触
れ

た

こ

と

が

あ

る
｡

発
表

さ

れ
た

テ

キ

ス

ト

の

付

注
に

よ

る

と
､

こ

の

論
稿
は
一

七

六

〇
年
三

月

グ

(

3
)

ェ

ル

サ

イ
ユ

宮
廷

内
で

印

刷
さ

れ

た
と

な
っ

て

い

る

だ

け

で

あ
る

が
､

わ

れ

わ

れ

は
こ

の

『

目
録
』

か

ら
こ

の

論
稿
が
､

同
年
に

刊
行
さ

れ

た
《

河
?

O

d

d
ロ

中
ロ

官
か

語
∽

e
t

冒
か

m
O
-

諸
仏

廿
○

ロ
り

ー

e

払

2
已
首
e

∽

e

ロ

p

ユ

e
什

邑
e

n
O

e

計
-

P

O

E

2
蒜

真
の

第
一

シ

リ

ー

ズ

(

S

町
ユ
2

-

n

ム
｡

)

第

九
巻
所
載
の

も

の

で

あ

る

事

情
を

知
る

こ

と

が

で

き

る
｡

こ

の

文
献

《

声
e

g
e

ロ
》

は
､

ケ
ネ

ー

と

そ

の

聾
エ

プ
ァ

ン

と

が

協

力

し

て
､

サ

ン

コ

ー

ム

外
科
医

学
校
と
パ

リ

大

学
医

学

部
と
の

間
の

闘
争
に

か

ん

す
る

文

書
を

集
録
し
､

い

ち
い

ち

の

事
件
や

関
係
者
に

つ

い

て

注
を

付
し

た

三
つ

→
.

.

噛
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ト
♪

L

叶

わ

(

4
)

の

シ

リ

ー

ズ

か

ら

成
る

宛
大
な

資
料
集
で

あ
る
｡

し
か

る

に

そ
の

第
一

の

シ

リ
ー

ズ
一

三

巻
は
一

七
五

〇
年
の

刊
行
の

筈
で

あ

り
､

そ
の

点
に

つ

い

て

は

『

ケ

ネ
ー

と

フ

ィ

ジ

オ

テ

ク
シ

ー
』

上

巻
中
の

エ

ヒ

ト

女
史
の

｢

ケ

ネ
ー

伝
+

と

巻
末
に

あ
る

｢

ケ

ネ

ー

著
作
の

年
次

表
+

と
が
一

致
し
て

い

(

5
)

る
｡

だ

と

す
る

と

そ
の

中
に

含
ま

れ

て

い

る

｢

心

理

学
管
見
+

の

刊
行
が

一

七

六

〇
年
だ

と
い

う
の

は
､

い

さ

さ

か

腑
に

落
ち

な
い

｡

(

2
)

解

説
の

当

該
個

所

を

再

録
し

て

お

く
｡

ケ

ネ
ー

が

『

百

科

全

書
』

に

寄
稿
の

た

め
に

書
き

な

が

ら
､

寄
稿
を

中

止

し

た

論

稿
が

三

篇
あ

る
｡

こ

れ

ら

は

そ
の

後
発

表

さ

れ

た

が
､

｢

こ

の

他
に

哲
学
の

論
稿
が
一

策
用
意

さ

れ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

(

句
○

ロ
O
t

訂

宏

計

-

ポ

ロ
e
)

｡

し
か

し

そ

れ

は

そ
の

頭
字
か

ら

推
し

て
､

ケ

ネ

ー

が

寄

稿

を

中
止

す
る

以

前
に
､

す
で

に

『

全

書
』

の

第
六

巻
に

収

録
さ

れ
ね

ば

な

ら

な
か

っ

た

筈
の

も
の

で

あ
る
｡

そ

れ
が

な

ぜ

発
表

さ

れ

な
か

っ

た
か

は

不

明
で

あ

る
｡

シ

ェ

ル

の

推

測
に

よ

る

と
､

そ

れ

は

｢

心

理

学

管
見
+

と

い

う
パ

ン

フ

レ

ッ

ト

と

さ

れ

た

の

で

は

な

い

か

と
い

う
の

で

あ
る
｡

こ

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

そ
の

も
の

は
､

今
日

伝
わ
っ

て

い

な
い

｡

し
か

し

ボ

ナ

ー

の

編

纂

し

た

ア

ダ
ム

･

ス

ミ

ス

の

蔵
書

目

録
の

う

ち
に

は
こ

の

書
名

が

あ

り
､

ス

ミ

ス

が

そ

れ
を

所
蔵
し

て

い

た
こ

と

が

推

量
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

+

拙

訳
､

ケ

ネ
ー

経

済

表

以

前

の

譜

論

稿
､

解

説
､

三

-
四

頁
｡

(

3
)

句
→

P

n

召
-

∽

の
仁
の

告
P

y

e
t

-

p

勺
F

忘
ど
○

→

巳
首
H

I
)

ワ

慕
ぃ
･

(

4
)

拙

稿
､

ケ

ネ

ー

に

お

け
る

｢

生

理
+

の

哲

学
､

一

橋
大

学

研

究

年
報
､

『

人

文

科

学

自

然

科

学

研

究
｢

コ

Ⅳ
､

五

頁
､

参

照
｡

(

5
)

Ⅰ

訂

旨
t

‥
｡

ワ

C

F
)

句

岩
ゴ

笥
訂

9
-

e

賀
P
)
､

e
t

】

P

旦
J

旦
?

n

岩
t

芥
Ⅰ
､

ワ

望
∞
.

→
P

≡
e

P

ロ

〔

訂
○

ロ
○
-

○

粥

ざ
ロ
e

n

打
払

O
e

亡

∃
e

S

計

句
.

の
一
-

e
∽

ロ

P

ヨ
ー

O

P

C

F
}

ワ

い

○

か
.

し

か

し
こ

の

第
三

部
で
一

番
わ

れ

わ

れ
の

関
心

を

惹

く

の

は
､

｢

経
済

表
+

第
三

版
の

と

り

あ
つ

か
い

方
で

あ

る
｡

『

目
録
』

は

表
の

第
一

版

手

稿
と

第
二

版
校
正

刷
の

出
陳
を

示
し

て

い

る

が
､

そ
れ

に

は

差
し

当
た
っ

て

問
題
は

な
い

｡

従
来
わ
れ

わ

れ

は
､

一

八

八

九
年
シ

ュ

テ
フ

ァ

ン

∵
ハ

ウ
エ

ル

の

手
で
パ

リ
の

国
立

文
書
保
管
所

所

蔵
の

『

ミ

ラ

ボ

ー

文

書
』

(

勺
P

官
e

謡

み
①

呂
}

昌
g
P

且

の

中
か

ら
､

第
一

版
の

手
稿
と

と

も
に

発

見
さ

れ

た

第
二

版
の

校
正

刷
が
一

八

九
四

年
､

イ

ギ

リ
ス

経
済
学
協
会
の

手
で

公
刊
せ

ら

れ
､

そ

れ
が

｢

経
済
表
+

の

｢

定
本
+

と

し
て

と

り

あ
つ

か

わ

れ

て

き

た

事
情
を

知
っ

て

い

る
｡

そ

れ

は

巻
頭
に

あ

る

六

〇
〇
リ

ー

グ
ル

の

収
入

を

起
点
と

す
る
一

枚
の

原
表
(

a

)

と

そ

れ

に

つ

づ

く
一

二

頁
の

｢

経
済
表
の

説
明
+

(

出
出

七
-

ど
P
t
-

○

ロ
)

(

b
)

､

つ

ぎ

に

第
一

版
の

表

を

修
正

し
た

六

〇
〇
リ

ー

グ
ル

を

起
点
と

す
る
一

枚
の

原
表
(

C

)

､

そ

し

て

最
後
に

第
一

仮
の

｢

国
民

年
収
入
の

分
配
の

変
化
に

つ

い

て

の

注
意
+

(

河
e

日
P

ぷ
莞
∽

岩
り

ー

e

払

く
P

ユ
P
t
小

O
n
∽

計
U

-

P

巴
許
ユ
♂

き
ど
n

n
b
∽

完
･

d

d
ロ

岳
P

ロ

ロ

亡
e
-

払

屯
ロ
ロ
e

ロ
p
t
-

○

ロ
)

の

標
題
を

あ

ら

た

め
､

内
容
を

増

訂
し
､

一

項
目
を

増
加
し
た

四

頁
の

｢

シ

ェ

リ

氏

王

国

経

済
の

抜

粋
+

(

E

已
→

2.t

計
払

O
e

｡

｡

ロ
O

m
訂
∽

声
｡
)
1

巴
e
払

計

芦
S

已
-

ユ
(

d
)

か

ら

(

6
)

成
る

も
の

で

あ

る
｡

(

6
)

→
已
〕

-

e

甲
ロ

O
e

0

0

n
O

m

古
亡
2

す
句

2
日

電
-

∽

¢
仁
の

仏

n
p

y
)

]

冒
∽
t

-
)

ユ

已
①

a

ど
ー

㌶
00

P

ロ

み

ゴ
○

弓

1

2

p

言
包

与
ロ

e

P

ど

訂
c

巴

…
-

-

e

f

0
1

t

ざ
e

ロ
ユ
t
-

∽

F

出
0

0

n
O

ヨ
ど

>
∽

∽

O
C

訂
t

小

○

ロ
}

｢
○

ロ
n

O

ロ
､

-

∞

空
T

.

(リ
レ

し

か

る

に

第
二

版
と

同
じ
一

七
五

几

早
の

末
に

印
刷
さ
れ

た

と

伝
え

ら

鮎
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れ

る

第
三

版
に

つ

い

て

は
､

今
世
紀
に

な
っ

て

も

依
然
と

し
て

消
息
不

明

の

ま

ま

で

あ
っ

た
｡

と

こ

ろ
が
一

九
〇
五

年
に

い

た

り
､

シ

ェ

ル

が

第
三

版
を

偶
然
の

機
会
に

手
に

し

た

と
い

い
､

こ

れ

を

他
の

版
本
と

比

較
す
る

一

文
を

発
表
し
た
｡

そ

れ

に

よ

る

と

四

折
本
の

こ

の

版
本
は
､

巻
頭
に

六

〇
〇
リ
ー

グ
ル

の

収
入

を

起
点

と

す
る

原
義
(

a

?
)

が

あ

る

が
､

第
一

版
の

表
を

修
正

し

た

原
表
(

C

)

は

削
除
さ

れ

て

い

る
｡

｢

説
明
+

(

b
)

は
一

二

頁
で

あ
っ

て

第
二

版
と

同
じ

ら

し
い

が
､

｢

抜
粋
+

(

d
)

は

そ
の

｢

注
解
+

(

-

岩
什

e

s
)

と

と

も
に

そ
の

分
量
が

増
加
し
､

第
二

版
で

は

四

頁

で

あ
っ

た

も
の

が

第
三

版
で

は

二

二

頁
分
を

占
め

る

は

ど

に

な
っ

て

い

(

7
)

る
｡

シ

ェ

ル

は
こ

の
一

文
の

う

ち
に

｢

抜
粋
+

の

部
分
の

み

を

公
表
し
た

が
､

そ

れ

に

は
一

項
目
が

殖
え
て

い

る

他
､

多
く
の

項
目

に

か

な

り
の

加

(

8
)

筆
が

施
さ

れ
て

い

る
｡

著
る

し

く

分
量
の

増
加
し

た
の

は

｢

注
解
+

の

部

分
で

あ

る
｡

し
か

し
こ

の

部
分
は
､

一

七

六

七

年
デ
ュ

ポ

ン

が

編
第
し
た

『

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ
シ

ー
』

所
載
の

｢

俵
言

の

注

解
+

(

宅
O
t

謡

S

喜
-

e

s

(

9
)

呂

買
-

ヨ
e

∽
)

と

全
く

同
じ

で

は

な
い

､

と

い

う
の

で

あ

る
｡

だ

が

シ

ェ

ル

は
､

こ

の

第
三

版
を

｢

決
定
版
+

と

呼
ん

で

い

る
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

な

ぜ

か

そ

れ
を

公
表
す
る

こ

と

を

し

な

か
っ

た
｡

(

7
)

S
O

ど
ロ
e

‥

の

莞
S

ロ
P

y

e

:
e

t

P

E
e
出

巨

訂
○

ロ
O
H

已
β

仁
e
-

声
?

≦
-

e

巧
か

0

0

日
｡

邑
e

官
】

】

t

古

語
〉

-

官

P

ロ

日

計
-

-

岩
山
.

胃
.

旨
N

～

旨
い
･

H

P
‥

F
e

d
0

0
t

e

E
+

の
仁
e

告
P

ご

宅
.

N

筈
～
N

か

r

(

8
)

S
O

訂
-

-

e

‥

の

莞
仏

n
P

呵

e

:
e

t

P

E
e

呂
か

0

0

n
O

邑
血

七
e
､

勺

p
.

筈
∞

～

㌍
い
･

H

P
‥

ど
d

0
0
t

e

亡
1

¢
仁
e

芦
P

¥

胃
一
N

コ
～
N

詔
.

(

9
)

｢

警
｡

の

注

解
+

は

オ

ン

ケ

ン

編

の

『

ケ

ネ

ー

著

作

集
』

や

『

ケ

ネ

ー

と
フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

シ

ー

』

下

巻
に

再

録

さ

れ

て

い

る
｡

な

お

第
一

版
の

｢

注

意
+

が

第

二

版
､

第

三

仮

の

｢

抜

粋
+

を

経

て

紳
ハ

n

)

｢

唇
音
+

に

発

展

す
る

推

移

に

つ

い

て

は
､

J
e

仏

か
t

名
e

∽

P
O

-

ぶ
･

d

d
-

已
-

○

ロ

計
払

岩
2

寛
β
亡

b
e

聖
-

H

《

呂
P

已
ヨ
e
∽

》
､

拙
訳
､

ケ

ネ
ー

経

済

表
､

所

収
､

を

参
照
｡

そ
れ

ゆ

え

第
二

版
の

前
半
の

部
分
､

す
な
わ

ち

巻
頭
の

原
義
(

a

)

と

そ

れ
に

つ

づ

く

｢

説
明
+

(

b
)

に

は

殆
ん

ど

変

化
が

な

く
､

全
く

同
じ

か

ま
た

は

ほ

ぼ

同
じ

も
の

が

第
三

版
の

前
半
を

形
づ

く
っ

て

い

る
が
､

後

半
の

脱
表
(

C

)

は

削
除
さ

れ
､

｢

抜
粋
+

と

｢

注
解
+

(

d
)

と
に

か

な

り
の

変
容
が

あ
っ

た

と
い

う
の

が
､

こ

の
一

文
か

ら

わ

れ

わ

れ
の

受
け
と

っ

た

印
象
で

あ
っ

た
｡

し
か

る

に

『

目

録
』

を

見
る

と
､

第
二

版
の

つ

ぎ

に

｢

経

済
表
の

説
明
+

が

載
っ

て

お

り
､

そ

れ
に

は
､

｢

ケ

ネ
ー

は

表
の

第
三

版
に

こ

の

｢

説
明
+

を

添
加
し

た
｡

こ

こ

に

あ
る

そ

の

校
正

刷
に

は
､

疑
い

も

な

く
､

ケ

ネ
ー

の

手
に

よ

る

校
正
の

跡
が

あ
る
+

と

書
い

て

あ

る
｡

だ
が

｢

説
明
+

は
､

第
三

版
に

な
っ

て

は

じ

め
て

｢

経
済
表
+

に

あ

ら

わ

れ

た
の

で

は

な
い

｡

そ

れ

は

第
二

版
か

ら

す
で

に
､

そ

の
一

部
を

な

し

て

い

る
｡

の

み

な

ら

ず

こ

の

出
品
に

は

『
､

､

､

ラ

ボ

一

文
書
』

中
の

番

号
(

呂

宗
谷

ご
､

3

が

打

っ

て

あ

る
｡

け

れ

ど

も
､

こ

の

番
号
を

う
っ

た

文

書
は

あ

き

ら
か

に

第
二

版
所
収
の

｢

説
明
+

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

筆
者
が

文
書
保
管
所
の

好

意
で

取
り

寄
せ

た

第
二

版
の

マ

イ

ク

ロ

･

フ

ィ

ル

ム

か

ら

確
認
す
る
こ

と

が

で

き
る
｡

も

し

第
三

版
所
収
の

｢

説
明
+

だ
と

す
る

な

ら
､

シ

一エ
ル

が

上

掲
の

論
文
で

指
摘
し

た

よ

う
に
､

第
二

版
の

校
正

刷
に

べ

ン

で

書
き

入

れ

て

あ
る

個
所
は
､

第
三

版
に

な

る

と

本
文
中
に

組
み

入
れ

ら

れ

て

い

る

か
､

あ
る

い

は

正

誤
表
の

中
に

挙
げ

ら
れ

て

い

る

の

で

な

け

れ

ば

な

ら
ぬ

一

【

由

串
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汁
一

+
叩

如

(

1 0
)

か

ら
で

あ
る
｡

(

1 0
)

S

旨
e

亡
e

‥

め

岳
告
P

叫

e

:
e

訂
茫
e

呂
か
0

0
ロ
○

邑
丘

七
e
)

ワ

h

O

レ
.

H

P
‥

㌣
e

(

ど
○
{

e

戸
→

の
与
e
仏

日
p

叫
}

ワ

N

巴
･

そ

れ

ゆ

え
わ

れ

わ

れ

に

は
､

｢

ケ

ネ
ー

が

表
の

第
三

版
に

こ

の

｢

説
明
+

を

添
加
し
た
+

と

い

う
説
明
が

わ

か

ら

な
い

｡

出
品
文
書
は

ま
ぎ

れ

も

な

く
第
二

版
の

校
正

刷
で

あ
る
｡

第
三

版
に

も

｢

説
明
+

は
あ

る

に

ち

が
い

な
い
､

シ

ェ

ル

が

確
認
し
て

い

る

か

ら
｡

し

か

し

第
三

版
は
､

シ

ェ

ル

が

一

応
手
に

入

れ
て

そ

れ

を

紹
介
し

た

も

の

の
､

そ
の

後
の

消
息
は

再
び

不

明
に

な
っ

て

い

る
｡

だ

と

す
る

と
こ

こ

で

第
三

版
と
い

っ

て

い

る

の

は
､

第
二

版
の

ま

ち

が
い

で

あ

ろ

う
か
｡

い

や

そ

ん

な
こ

と

は

あ

り

え

な
い
｡

第
二

版
は

そ

の

全
容
が

出
品
さ

れ
て

い

る

筈
で

あ

る

か

ら
､

特
に

そ
の
一

部
分
の

｢

説
明
+

を

別
に

出
品
す
る

意
義
は

認
め

ら

れ

な

い

よ

う
に

思

>

フ
0

こ

の

こ

と

は

ど

う
も
､

同
じ
二

百
牢
記
念
刊
行
物
の

『

ケ

ネ

ー

と
フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ
シ

ー
』

下
巻
に

お

け

る

表

第
三

版
の

と

り
あ

つ

か

い

方
と
､

関

連
す
る

の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら

れ

る
｡

下
巻
は

ケ

ネ
ー

の

著
作
集
で

あ

る

が
､

そ
の

中
に

｢

経
済
表
の

説
明
+

も

収

録
さ

れ
て

い

る
｡

と
こ

ろ

が

そ

の

付
注
を

見
る

と
､

こ

の

｢

説
明
+

は

第
三

版
の

一

部

を

な

す
と

あ

る
｡

(

し

て

見

る

と

第
二

版
に

は

な

か

っ

た
こ

と

に

な

る

の

か
｡

)

そ

し

て

そ

の

前
に

は

六

〇
〇
リ
ー

グ
ル

を

起

点
と

す
る

表
が

あ

り
､

そ
の

後
に

は
､

二

四

項
目
か

ら

成

る

｢

抜
粋
+

が

来
る
｡

｢

抜
粋
+

の

｢

注
解
+

は

大
へ

ん

分
量
が

多
く

な

り
､

『

フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ

シ

ー
』

に

お

け

る

｢

琴
言

の

注
解
+

と

ほ

ぼ

等
し
い
､

と
｡

巻
頭
の

表
は

ミ

ラ

ボ

1

の

『

人
間
の

友
』

の

中
に

あ
る

も
の

と

同
一

だ

と
い

っ

て

い

る

か

ら
､

筆
者
が

曾
つ

て

行
な

(

11
)

っ

た

推
測
が

た

ま

た

ま

適
中
し
た

こ

と

に

な

る

が
､

こ

の

付
注
だ

け
を

読

む
と
､

長
ら

く

消
息
不

明
を

伝
え

ら
れ

て

い

た

第
三

版
が

幸
い

に

も

発
見

さ

れ

た

の

か
､

と
の

思
い

を

禁
じ

え

ま
い

｡

な

ぜ

な

ら

編
者
は
､

こ

の

付

注
で

重
ね

て
､

第
三

版
の

表

も

｢

抜
粋
+

も

(

｢

注

解
)

も
)

別
に

再
録

(

12
)

し

な
い
､

と

わ

ざ

わ

ざ

断
わ
っ

て

い

た

り

す
る

か

ら

で

あ

る
｡

(

1 1
)

前

掲

拙
訳
､

解

説
､

二
一

頁
｡

(

1 2
)

の
仁
e
∽

ロ
P

叫

e

:
P

吋
F

篭
-

O

R
已
芥
I
H

-

p

曳
山

ロ
O

t

①

(

-

)
･

そ
こ

で

筆
者
が

残
念
に

思
う
の

は
､

も

し
こ

の

発
見
が

事
実
で

あ

る

な

ら
､

そ

れ

は

ケ

ネ
1

の

手
に

な

る

表
の

最
終
版
な
の

で

あ
る

か

ら
､

た

と

え

他
の

版
と
の

重

複
は

あ
っ

て

も
､

な

ぜ

そ
の

全
容
を

公
表
し

な
か

っ

た

の

か

と
い

う
こ

と
で

あ
る
｡

な
ぜ

展
示

会
に

は

第
三

版
そ
の

も
の

を

展
示

し
､

ま

た

記

念
刊
行
物
の

著
作
集
に

は

そ
の

全
容
を

載
せ

な
か
っ

た

の

か

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

ぺ

つ

に

発
表
の

体
裁
な

ど
に

注
文
を

つ

け
る

つ

も

り
は

毛
頭
な
い

が
､

切

角
の

二

百

年
記
念
刊
行
物
だ

け

に
､

そ
の

こ

と

が

残
念
で

た

ま

ら

な
い
｡

仮
り
に

何
ら
か

の

事
情
ま

た

は

理

由
で

そ
れ

が

不

可
能
だ
っ

た

と

し

て

も
､

｢

説
明
+

が

第
三

版
に

な
っ

て

は

じ

め

て

収

録

さ

れ
た

と

い

う
こ

と

な

ら
､

前
世
紀
の

末
イ

ギ

リ

ス

経
済
学

協
会
が

刊
行

し
､

長
ら

く

表
の

定
本
と

さ

れ

て

き
た

第
二

版
校
正

刷
の

内

容
に
､

大
き

な

変
更
を

加
え

る
こ

と

に

な

る

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

に

第
二

版
の

｢

説
明
+

と

第
三

版
の

そ
れ

と

を

比

較
し

た

先
学
シ

ェ

ル

の

業
績
を
､

わ

れ

わ

れ

は

ど

う

解
し

た

ら
よ

い

の

で

あ

ろ

う
か
｡

そ

れ

ら
の

こ

と

に

つ

い

て
､

『

目

録
』

も

『

ケ

ネ
ー

と
フ

ィ

ジ

オ

ク

ラ
シ

ー
』

も

な
ん

ら

触
れ

て

い

な
い
｡

こ

れ

は
フ

ラ
ン

ス

の

学
界
と

し

て

の

大
き

な
か

手
ぬ

か

り
と

考
え

ら

れ

る

し
､

い

さ

さ

か

不

親
切
だ

と
い

う
そ

し

り

を

免
か

れ

ま
い
｡

ββJ
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『

目

録
』

の

検
討
に
､

与
え

ら

れ

た

紙
数
を

超

過

し

て

し

ま
っ

た

の

で
､

も

う
一

つ

の

講
演
集
(

B
)

の

方
は

簡
単
に

触
れ

さ

せ

て

い

た

だ

く
｡

上

述
の

ユ

ア

ー

ル

教
授
の

も
の

の

他
､

｢

経
済
表
+

が

現

代
の

経

済

学
に

と
っ

て

い

か

な

る

意
義
を

も
つ

か

に

つ

い

て

キ
ー

ル

の

シ

ュ

ナ

イ

ダ

ー
､

コ

ペ

ン

ハ

ー

ゲ
ン

の

ヴ
ォ

ー

グ
､

ハ

ー

グ
ァ

ー

ド
の

レ

オ

ン

テ
ィ

エ

フ

語

数
授
の

講
演
は

示

唆
的
で

あ

り
､

そ

れ

ぞ

れ

特
種
の

問
題
を

と

ら

え

た
パ

リ

大
学
の

フ

ロ

モ

ン
､

リ

ュ

ー

ジ
ュ

の

ア

ル

サ

ン
､

そ

れ

に

日

本
を

代
表
し

て

祭
典
に

列
席
さ

れ

た

早
大
の

久
保
田

諸

教
授
の

講
演
も

興

味
ふ

か

い
｡

参
考
の

た

め

に

目
次
を
つ

ぎ
に

掲
げ
て

お

く
｡

→
P

♂
-

e

払
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β
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e
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H
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